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７月 22 日に漢字テストが実施されました。本校で

は漢字学習に力を入れており、３年間で３冊の『漢

字学習帳』(１冊 600問)が配布され、日常の学習に利

用されています。例年は｢漢字クラスマッチ｣という

呼称で行われる行事です

が、今年度はコロナの影響

もあり、学習時間が思うようにとれなかったという

ことで、クラスマッチ形式を変更し｢漢字テスト｣と

いう名称で実施されました。漢字学習帳の中から 50

問を出題し、100 点満点のテスト形式で実施されま

した。満点の生徒には 500 円分の図書券が贈呈され

ることになっています。 

 

 

 

バレーボール部は男子 13 名、女子マネージャー１

名の計 14 名のクラブです。昨年の新人戦で県ベス

ト８に進出した実績のあるチームです。練習を見

学して気づいたことは、よく声が出ていて活気が

あるということです。厳しい練習でありながらも、

笑顔が絶えず、とてもチームワークのよいクラブ

だという印象を持ちました。部長はⅢ部３年生の生徒が務めます。放課後の

練習を終えてから授業に出席するという頑張り屋さんです。彼にインタビュ

ーしたところ、｢１人１人がよく声をだして、盛り上げるのがとてもうまい。

秋の春高県予選ではベスト４をめざします！｣と答えてくれました。顧問の

宮島教諭によると、｢２年生セッターを中心に３年生の双子アタッカーが引

っ張っていくチーム｣ということでした。この活気さえあれば、春高県予選

ベスト４も夢ではないと思いました。頑張れバレーボール部！！！ 
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２年生８７名がインターンシップ(就業体験)に

参加しました。今年度のインターンシップは、

主に８月３日～８月６日の間の２～３日間、４

７事業所で行われました。本校のインターンシ

ップは、先方の企業との打ち合わせの段階から

生徒が関わり、就業体験の実践を通してコミュ

ニケーション能力や

社会性を身につける

ことをねらいとしています。また、将来の職業

選択におけるヒントや方向性を見いだし、進路

について考えるきっかけとなることも大切であ

ると考えています。猛暑の中、生徒たちはそれ

ぞれの思いを胸に職

場に通いました。大変な状況の中、受け入れてく

ださった事業所の皆様、ご理解ご指導をありがと

うございました。以下、インターンシップを終え

た生徒の感想です。 

｢働くということは予想していたよりも責任を

問われるものであり、とても重要であるというこ

とを教えていただきまし

た。それに伴い、普段の生活の中では先生方や親に

大変支えられていると改めて実感することができた

ので、３日間という短い期間ではありましたが、た

くさんのことを教えていただき、今回のインターン

シップに関わって下さったすべての方々にとても感

謝しています。今回学ばせていただいたことを忘れ

ず、これからの進路活動に生かしていきたいです｣ 

インターンシップという貴重な体験を積み、夏休

み明けは一層たくましくなった２年生にきっと会え

るはずです。２年生の諸君、お疲れ様でした！！ 
 

 


